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ベーシックライフインフォメーシミン協会
会報第 24号 ,

６
月
１８
日
に
練
馬
コ
コ
ネ
リ
会
議
室
に
於
い
て

令
和
四
年
度
の
総
会
を
開
催
、
出
席
者
に
よ
る
審

議
の
結
果
、
提
出
さ
れ
た
七
つ
の
議
案
全
案
が
賛

成
多
数
で
承
認

・
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
理
事
三
人
が
選
出
さ
れ
、
理
事
に
依
る

互
選
の
結
果

児
玉
治
氏
が
理
事
長
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

第
１
号
圭哉
案

第
２
号
議
案

第
３
号
議
案

第
４
号
議
案

第
５
号
議
案

第
６
号
議
案

第
７
号
議
案

令
和
３
年
度
事
業
報
告

令
和
３
年
度
会
計
報
告

令
和
３
年
度
会
計
監
査
報
告

令
和
４
年
度
事
業
計
画

令
和
４
年
度
予
算

役
員

。
理
事
の
選
任

議
事
録
署
名
人
の
選
出

児
玉
　
　
治

加
藤
美
智
子

（副
理
事
長
）

中
村
　
和
利

（事
務
局
担
当
）

理
事
長

理
事

理
事

ま
た
、
理
事
長
を
長
年
歴
任
し
当
協
会
の
運
営

・

発
展
に
尽
く
さ
れ
た
田
代
買
範
元
理
事
長
の
功
績

に
鑑
み

名
誉
理
事
長
職
を
新
た
に
設
置
し
、
同
氏

を
選
任
し
ま
し
た
。

映
画
等
上
映
事
業

協
会
製
作
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「空
を

拓
く
～
建
築
家

・
郭
茂
林
と
い
う
男
」
の
貸
し

出
し

及
び

協
会
に
よ
る
上
映
会
実
施
。

年
４
回
東
京
都
内
又
は
コ
コ
ネ
リ
ホ
ー
ル

国
際
親
善
交
流
事
業

１
．
「オ
ー
ル
台
湾
デ
ー
」
の
開
催

２
．
台
湾
人
戦
没
者
慰
霊
参
拝

新
理
事
長
に

児
玉

治

氏

NPO Bsic Life lnformation Association

Newsletter Contents

2022 Annual Meeting Report 1

lnitial Statement by Chairman 2

Search for useful substances contained in

Yacon, native crops of Andean highlands,

and international exchange with Peru 2

Memorial service for the war dead Taiwanese 3

Recollection of the association activities

- progress and achievements - 3

The story of rescue dog "Gou" 4
Members movement and exchange 5

Looking back the past newsletter release 6 . 7

Editors Note 8

NPOベーシックライフインフォメーション協会

会報目次

令和 4年度総会報告          1
新理事長の抱負と決意         2
新理事長業績紹介

アンデス高地原産作物ヤーコンに含まれる有用

物質の探索とベルーとの国際交流の展開  2
台湾人戦没者慰霊碑追悼式       3
協会活動を顧みる一あゆみ-     3
救助犬「江」の半生          4
会員動静・団体交流          5
会報発行の遷移          6・ 7

会報23号までの製作に携わつて     6
編集後記               8

NPO基礎生活資訊協書
會報目録

2022年度総會報告

新任理事長就職期首啓明

新任理事長業績介紹

探索安第斯高原原産雪蓮果含有的

有用物質典秘魯嚢展国際交流

台湾人戦死者紀念碑追悼服務

協會活動回億 ―進展興成就―

捜救犬「小江」的故事

會員動作・交流

通訊登布的韓愛

回顧参興製作通訊至第23期

編輯結語

２

３

３

４

５

７

６

８

６

- 1 -

度

の

総

〈〓
報

告

令
和

四
年
度
事
業
計
画

_=■■1主‐:i=:
・■‐‐||,|=,i=::

べ ‐



r

令和 4年 12月 25日  B LI協会報 第 24号

今
年
度
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
べ
―
シ
ッ
ク
ラ

イ
フ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
協
会
理
事
長
を

仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
児
玉
治
で
す
。
当
協
会

へ
の
加
入
は
５
年
前
で
す
が
、
今
ま
で
の
経

験

。
人
脈
を
活
か
し
て
務
め
さ
せ
て
頂
く
所

存
で
す
。

理
事
長
の
方
針
と
し
て
は
、
今
ま
で
の
伝

統
、
と
く
に
協
会
製
作
の
映
画

「空
を
拓
く
」

上
映
、
台
湾
人
戦
没
者
慰
霊
碑
で
の
追
悼
式
、

お
よ
び
オ
ー
ル
台
湾
デ
ー
の
開
催
の
三
つ
を

尊
重
し
つ
つ
も
、
当
協
会
の
定
款
に
も
記
載

さ
れ
、
協
会
の
名
称
か
ら
し
て
も
、
今
後
は

訪
日
外
国
人
へ
の
積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
も

行
う
予
定
で
す
。

ま
た
当
協
会
の
問
題
点
と
し
て
、
会
の
運

営
に
寄
付
金
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
。

そ
れ
と
会
員
の
入
れ
替
わ
り
が
激
し
い
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
理
事
長
と
し
て
は
、
こ

の
二
点
の
解
決
に
積
極
的
の
取
り
組
む
つ
も

り
で
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
会
員
皆
様
の
き
た
ん
の

な
い
ご
意
見
を
受
け
止
め
、
理
事
会
お
よ
び

総
会
へ
反
映
す
る
よ
う
に
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

ア
ン
デ
ス
高
地
原
産
作
物
ヤ
ー
コ
ン

に
含

ま
れ
る
有

用
物
質

の
探
索
と

ペ
ル
ー
と
の
国
際
交
流
の
展
開

会
員
　
児
玉
　
治

植
物
に
は
健
康
に
役
立

つ
物
質
の
存
在
が

多
数
知
ら
れ
て
い
る
。
セ
イ
ヨ
ウ
シ
ロ
ヤ
ナ

ギ
に
サ
リ
チ
ル
酸
が
発
見
さ
れ
、
頭
痛
薬
と

い
て
知
ら
れ
て
い
る
バ

ッ
フ
ァ
リ
ン
の
主
成

分
で
あ
る
こ
と
は
典
型
的
な
例
の

一
つ
で
あ
る
。

茨
城
大
学
農
学
部
の
グ
ル
ー
プ
は
１
９
８

５
年
に
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
た
キ
ク
科
根
菜

ヤ
ー
コ
ン
に
着
目
し
て
、
ま
ず
栽
培
法
を
確

立
し
た
。
そ
の
後
、
食
用
に
供
さ
れ
る
塊
根

の
糖
分
析
を
開
始
し
た
。
そ
の
結
果
、
表
に

示
し
た
よ
う
に
ヤ
ー
コ
ン
に
含
ま
れ
る
フ
ラ

ク
ト
オ
リ
ゴ
糖
が
他
の
野
菜
に
比
較
し
て
き

わ
め
て
多
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
の
フ
ラ
ク
ト
オ
リ
ゴ
糖
に
は
極
め
て
多

く
の
生
理
活
性
を
示
す
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
。
最
近
、
と
く
に
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が

フ
ラ
ク
ト
オ
リ
ゴ
糖
は
消
化
さ
れ
ず
に
腸
ま

で
届
き
腸
内
細
菌
の
働
き
を
助
け
小
腸
免
疫

に
深
く
関
与
し
て
い
る
。
従

っ
て
ヤ
ー
コ
ン

の
塊
根
を
食
す
る
と
免
疫
活
性
の
増
加
が
予

想
さ
れ
、
そ
れ
に
と
も
な
い
感
染
防
御
に
貢

献
す
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

一
方
、
地
上
部
の
葉
を
食
す
る
虫
の
死
亡

が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
葉
に
殺
虫
物
質

の
存
在
が
示
唆
さ
れ
た
。
そ
こ
で
各
種
精
製

装
置
を
用
い
て
純
粋
な
殺
虫
物
質
が
得
ら
れ

こ
と
か
ら
構
造
解
析
を
試
み
た
。
ガ
ス
ク
ロ

マ
ト
グ
ラ
ム
質
量
分
析
装
置
や
核
磁
気
共
鳴

装
置
な
ど
を
駆
使
し
て
、
構
造
解
析
に
成
功

し
た
。
幸

い
新

規
物
質
だ

っ
た

の
で
ソ
ン
チ
ホ

リ
ン
と
命
名
し
、

参
考
ま
で
に
、

そ
の
構
造
を
図

に
示
し
た
。
そ

の
後
、
別
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
ガ
ン
の
培
養

細
胞
を
用
い
て
ソ
ン
チ
ホ
リ
ン
の
効
果
を
調

べ
た
結
果
、
顕
著
な
抗
ガ
ン
作
用
を
見
出
し
、

今
後
の
さ
ら
な
る
研
究
が
待
た
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
ヤ
ー
コ
ン
は
き
わ
め
て
興
味

あ
る
作
物
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

き
た
こ
と
か
ら
１
９
９
８
年
ヤ
ー
コ
ン
研
究

会

（現
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
ヤ
ー
コ
ン
協
会
）

が
発
足
し
、
開
会
式
に
は
ベ
ル
ー
全
権
大
使

が
来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
、
特
別
請
演
が
な

さ
れ
た
。
さ
ら
に
翌
年
、
児
玉
ら
が
ベ
ル
ー

を
訪
問
し
、
ペ
ル
ー
の
ヤ
ー
コ
ン
研
究
者
と

の
交
流
を
深
め
た
。
そ
の
後
、
ベ
ル
ー
の
ラ
・

モ
リ
ー
ナ
農
業
大
学
の
副
学
長
を
お
招
き
し
、

茨
城
大
学
農
学
部
と
ラ

。
モ
リ
ー
ナ
農
業
大

学
と
で
研
究
協
定
を
結
び
、
さ
ら
な
る
ヤ
ー

コ
ン
研
究
の
進
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

（理
事
長

・
茨
城
大
学
名
誉
教
授
）

ソンチフオリン
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『理
事
長
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
』

１
９
４
６
年
生
ま
れ
。
福
岡
県
大
牟
田
市
出

身
。
茨
城
大
学
農
学
部
卒
。
北
海
道
大
学
に
お
い

て
農
学
博
士
を
取
得
後
、
米
国
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ

ナ
州
立
大
学
研
究
員
を
経
て
、
茨
城
大
学
教
授
。

そ
の
間
、
講
演
、
国
際
会
議
出
席
等
で
世
界
２５
か

国
以
上
訪
間
。
多
く
の
留
学
生
の
指
導
を
行
う
。

日
本
農
薬
学
会
業
績
賞
受
賞
。

現
在
、
茨
城
大
学
名
誉
教
授
。
華
中
師
範
大
学

生
命
科
学
院
名
誉
教
授
。
米
国
テ
キ
サ
ス
州
ア
マ

リ
ロ
市
名
誉
市
民
。
民
生
委
員

・
児
童
委
員
等
多

数
の
社
会
活
動
に
従
事
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

非
正
規
介
護
職
員
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
ヤ
ー
コ
ン

協
会
理
事

（次
期
理
事
長
）
。



台
湾
人
戦
没
者
慰
霊
碑
で

追
悼
式

本
協
会
恒
例
の
奥
多
摩
湖
畔
に
あ
る
台
湾

人
戦
没
者
慰
霊
碑
で
の
追
悼
式
が
、
十

一
月

三
日
に
日
本
と
台
湾
有
志
の
参
加
に
よ
り
行

わ
れ
た
。
追
悼
式
は
日
蓮
宗
弘
宣
院
の
住
職
、

内
田
日
泰
氏
の
司
式
に
よ
り
施
行
さ
れ
た
。

内
田
氏
は
、
千
葉
の
匝
瑳
市
よ
り
関
東
平
野

を
横
断
し
て
遠
路
遥
々
お
越
し
い
た
だ
い
た
。

恵
ま
れ
た
天
気
の
中
、
読
経
と
鈴
の
音
が
紅

葉
の
混
じ
る
木
々
に
木
霊
し
、
戦
没
者
を
慰

霊
す
る
と
と
も
に
参
列
者
の
心
も
洗
わ
れ
た
。

「継
続
は
力
な
り
」
を
念
頭
に
、
今
振
り
返
っ

て
ペ
ン
を
取
り
ま
す
。

私
は
は
じ
め
の

一
歩
と
し
て
時
代
の
変
化

を
共
有
し
、
企
画

・
運
営

・
ふ
れ
あ
い
の
活

動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

常
に
テ
ー
マ
は
新
旧
交
流
、
協
会
会
員
の

情
熱
で
あ
り
ま
し
た
。
対
象
を
台
湾
に
特
化

し
て
文
化
交
流
、
親
睦
の
道
づ
く
り
、
つ
な

が
り
で
す
。
事
業
計
画
を
基
本
に
置
き
活
動

の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
台

湾
は
遠
く
て
近
き
国
、
い
ま
国
際
的
に
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
何
か
使
命
感
を
持
つ
活
動

計
画
は
、
会
員
と

一
丸
と
な

っ
て
進
め
完
了

さ
せ
ま
し
た
。

大
き
な
達
成
感
は
内
幕
に
徹
し
て
実
働
し

た
こ
と
で
す
。
自
他
共
用
し
て
終
始

一
貫
、

成
果
を
挙
げ
た
中
に
あ
り
ま
す
。
種
々
の
目

的
の
訪
台
が
年
８
回
の
時
も
あ
り
出
合
い
が

あ
り
ま
し
た
。
舞
台
裏
の
活
動
に
奔
走
し
ま

し
た
。
わ
が
身
を
削
る
思
い
で
し
た
。

短
歌
に
し
ま
す
。

耐
ゆ
る
こ
と
い
つ
か
身
に
付
き
我
が
胸
に

お
の
れ
を
庇
い

（か
ば
い
）

日
々
清
し
と
生
き
る

生
ま
れ
故
郷
台
湾
は
ス
ピ
ー
デ
イ
に
素
晴

ら
し
い
近
代
化
に
あ
り
ま
す
。
文
化
教
育
イ

ン
フ
ラ
福
祉
に
お
い
て
著
し
い
。

過
去
の
日
台
の
合
言
葉
は
運
命
共
同
体
で

あ

っ
た
こ
と
、
互
い
に
良
き
長
き
歴
史
の
友

で
あ
り
ま
す
。
先
人
の
方
の
努
力
の
基
盤
の

上
日
台
関
係
の
構
築
の
歩
み
を
強
く
感
じ
ま
す
。

原
点
を
忘
れ
ず
こ
れ
か
ら
も
幅
の
広
い
親

善
交
流
を
し
て
い
け
る
こ
と
を
、
期
待
し
て

ペ
ン
を
置
き
ま
す
。
　

　

　

　

（前
理
事
長
）

追
記
私
の
経
歴
に
触
れ
ま
す
。

各
会
の
ス
タ
ー
ト
共
同
活
動
が
あ
り
ま
す
。

母
　
加
藤
淑
子

（湾
生
　
北

一
女
２５
期
卒
業
）
の

存
在
、
練
馬
方
面
台
湾
会

（昭
和
６０
年
発
足
）
の
ち

に
東
京
台
湾
の
会
に
名
称
変
更
、
そ
の
後
　
特
定
非

営
利
活
動
法
人
べ
―
シ
ッ
ク
ラ
イ
フ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ

ョ
ン
協
会
の
実
行
、
執
行
部
隊
で
動
い
て
き
ま
し

た
。
愛
台
湾
を
強
く
感
じ
繋
げ
る
こ
と
共
有
時
間
に

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
喜
び
が
あ

り
ま
す
。

そ
の
１

日
台
学
校
交
流
　
台
北
市
立
台
北
第

一
女

子
高
級
中
学
と
お
茶
の
水
女
子
大
学
付
属
高
校
と
の

姉
妹
校
締
結
の
橋
渡
し
。

そ
の
２

災
害
救
助
犬
を
高
雄
市
政
府
消
防
局
に
寄

贈
し
交
流
を
図
っ
た
。
現
在
台
湾
住
。

そ
の
３

日
本
芸
能
祭
、
詩
吟
剣
舞
詩
舞
、
圭
日道
華

道
を
台
湾
台
北
市
福
華
飯
店
で
開
催
。

そ
の
４

ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「空
を
拓
く
」

の
発
起
人
と
し
て
活
動
。
東
京
国
際
映
画
祭
上
映
。

そ
の
５

日
本
伝
統
文
化
の
手
描
き
友
禅
に
よ
る
台

湾
大
振
袖
の
作
製
そ
の
他
、
協
会
事
務
所
の
提
供
等
々

で
す
。
私
は
基
本
理
念
と
し
て
、
ふ
れ
あ
い
の

一
歩

一
歩

を
大
切
に
責
任
の
あ
る
理
事
、
副
理
事
長
、
理
事
長

と
し
て
今
日
ま
で
微
力
を
尽
く
し
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
未
来
に
綴
る
夢
に
向
か

っ
て
努
力
し
て
行
き

た
い
…
…
文
章
に
残
し
ま
す
。

凛

簗
一
　

・・
■
ロ

１
■
〓

,'4■
|し
‐
ら

1′,'Allll

協
会
活
動
を
顧
み
る

―
あ
ゆ
み
―

会
員
　
加
藤
美
智
子
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「江
」
は
何
語
で
夢
を
見
る

救
助
犬

「江
」
の
半
生

会
員
　
中
村
和
利

台
湾
を
助
け
に
日
本
か
ら
出
向
く
と
い
う
と
、

「釣
り
に
行

っ
て
く
る
」
と
言
っ
て
終
戦
間
も
な

い
日
本
か
ら
秘
密
裏
に
金
門
島
の
守
備
を
応
援
し

に
行

っ
た
根
本
博
中
将
の
話
は
、
最
近

表
に
出

て
き
た
戦
後
史
で
、
漸
く
書
籍
に
登
場
し
て
歴
史

の
１
ぺ
―
ジ
と
し
て
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
き
よ
う
の
こ
の
お
話
は
、
中

型
犬
で
　
の
ん
び
り
と
幸
せ
な
生
活
を
送
っ
て
い

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
見
た
目
が
黒
か
っ
た
が
為

に
、
訓
練
を
受
け
て
台
湾
の
災
害
救
助
犬
と
し
て

生
き
る
こ
と
に
な
っ
た
、
柴
犬
の

「江
」
（ご
う
）

の
話
で
す
。

「江
」
は
千
葉
県
の
匝
瑳
市
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

茶
系
統
の
個
体
が
多
い
柴
犬
の
中
で
は
珍
し
い
黒

い
色
の
柴
犬
で
し
た
。
こ
の
生
ま
れ
つ
い
て
の
色

の
特
徴
が

「江
」
の
運
命
を
大
き
く
変
え
て
し
ま

う
と
は
、
子
犬
の
頃
の

「江
」
に
は
知
る
由
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
生
後
４０
日
、
ぬ
い
ぐ
る
み
の

様
な
か
わ
い
い
黒
柴
は
、
縁
あ
っ
て
当
協
会
の
加

藤
美
智
子
前
理
事
長
の
誕
生
日
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
、
東
京

・
練
馬
で
幼
少
期
を
送
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

千
葉
生
ま
れ
の
東
京
育
ち
、
ペ
ッ
ト
用
の
犬
で

な
く
て
も
普
通
の
都
会
的
な
生
き
方
に
慣
れ
て
い

た

「江
」
に
変
化
が
訪
れ
る
の
は
、
日
本
と
同
じ

よ
う
に
自
然
災
害
が
多
発
す
る
台
湾
か
ら
の
情
報

で
し
た
。
地
震
、
台
風
な
ど
度
重
な
る
自
然
災
害

が
来
る
毎
に
人
命
救
助
に
活
躍
す
る
日
本
の
救
助

犬
は
、
様
々
な
国
で
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。

加
藤
氏
は
言
い
ま
す
。
「犬
で
も
明
日
か
ら
生
活

が
全
く
変
わ
っ
て
し
ま
う
と
い
う
予
感
は
解
る
ん

で
す
ね
。
前
日
の
悲
し
い
顔
、
そ
し
て
諦
め
た
顔

を
今
も
忘
れ
ら
れ
な
い
」
と
の
こ
と
で
す
。

５
月
５
日
、
市
長

・
局
長

・
各
界
ト
ツ
プ

・
メ

デ
ィ
ア
な
ど
が
大
勢
集
ま
る
盛
大
な
高
雄
市
の
歓

迎
式
典
で
引
渡
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
飼
い
主

だ
っ
た
加
藤
氏
は
、
災
害
救
助
の
日
台
相
互
交
流

と
い
う
使
命
を

「江
」
に
託
し
て
涙
な
が
ら
別
れ

ま
し
た
。

大
歓
迎
を
受
け
た
も
の
の
、
生
活
環
境
の
激
変

は
ペ
ッ
ト
に
と
っ
て
も
大
変
な
問
題
で
す
。
聞
き

慣
れ
た
日
本
語
の
生
活
が
急
に
中
国
語
に
変
わ
っ

た
ら
、
少
し
し
か
言
葉
の
判
ら
な
い
犬
で
も
戸
惑
っ

た
こ
と
で
し
よ
う
。
現
地
の
暖
か
い
受
入
れ
で
ク

第
に
環
境
に
馴
染
ん
だ

「江
」
は
、
そ
れ
か
ら
約

３
年
の
間
、
台
湾
高
雄
市
の
消
防
局
で
現
役
の
消

防
犬
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
幸
い
な
こ
と
に
大

き
な
震
災
な
ど
は
発
生
せ
ず
、
実
際
に
は
人
命
救

助
の
現
場
よ
り
、
地
域
や
子
ど
も
と
の
交
流
事
業

な
ど
の
広
報
活
動
が
中
心
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

時
が
経
ち
現
在

大
役
を
終
え
て
引
退
し
た

「江
」
は
、
広
報
活
動
の
時
の
縁
で
、
丁
Ｖ
キ
ャ

ス
タ
ー
の
紀
恰
如
さ
ん
に
引
き
取
ら
れ
余
生
を

送
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
紀
さ
ん
は
ベ
ジ
タ
リ
ア

ン
で
、
「江
」
も
そ
れ
に
付
き
合
わ
さ
れ
て
い
る

と
の
こ
と
。
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
の
犬
を
他
に
知
り
ま

せ
ん
が
、
素
菜
と
呼
ば
れ
る
精
進
料
理
で
は
大
豆

か
ら
ス
テ
ー
キ
も
ど
き
を
作
る
国
で
す
。
「江
」

の
栄
養
状
態
は
問
題
な
い
と
思
い
ま
す
。

因
み
に
、
台
湾
で
は
愛
称
に

「小
」
を
つ
け
る

こ
と
が

一
般
的
で
、
台
湾
に
渡
っ
た

「江
」
に
も

「小
」
が
付
け
ら
れ

「小
江
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
「江
ち
ゃ
ん
」
と
い
う
感

じ
で
す
。
ペ
ッ
ト
に
戻
っ
た

「江
」
は
、
き
っ
と

「小
江
！
小
江
！
」
と
可
愛
が
ら
れ
て
幸
せ
に
暮

ら
し
て
い
る
こ
と
で
し
よ
う
。

加
藤
氏
と

一
緒
に

「江
」
を
可
愛
が
り
育
て
た

田
代
元
理
事
長
は
言
い
ま
す
、
「も
う

一
度

「江
」

に
会

っ
て
み
た
い
」
と
、
「そ
し
て
私
達
の
こ
と

を
憶
え
て
い
る
か
ど
う
か
を
知
り
た
い
」
と
。

「江
」
に
つ
い
て
は
会
報
１０
・１１
・１３
・１９
・２０
・２２

号
で
、
こ
れ
ま
で
の
詳
し
い
記
事
が
こ
覧
に
な

れ
ま
す
。
会
報
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て

は
本
会
報
６
～
７
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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そ
こ
で
加
藤
氏
は
、
ペ
ッ
ト
の

「江
」
に
も
そ

の
訓
練
が
受
け
ら
れ
な
い
も
の
か
と
考
え
ま
し
た
。

し
か
し
犬
に
詳
し
い
会
員
さ
ん
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「日
本
犬
は
人
に
仕
え
る
仕
事
な
ど
に
は
あ
ん
ま

り
向
い
て
な
い
し
、
ラ
ブ
ラ
ド
ー
ル
や
シ
ェ
パ
ー

ド
よ
り
颯
爽
と
働
い
て
い
る
秋
田
犬
な
ん
て
見
た

こ
と
な
い
で
し
ょ
。
可
愛
い
け
ど
、
あ
ん
ま
り
機

敏
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
よ
。」
加
藤
氏
は
納

得
す
る
も
の
の
、
内
心

人
命
救
助
な
ら
柴
犬
く

ら
い
の
大
き
さ
で
も

そ
れ
な
り
に
仕
事
は
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

そ
こ
に

「江
」
に
は
思
い
が
け
な
い
現
実
が
降

り
か
か
り
ま
す
。
台
湾
側
が
求
め
て
い
る
の
は
、

黒
い
犬
ら
し
い
と
い
う
現
実
で
す
。
条
件
が
揃
っ

て
つ
い
に

「江
」
は
災
害
救
助
犬
の
訓
練
セ
ン
タ
ー

に
通
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
「驚
く
ほ
ど
金
が

掛
か
っ
た
」
と
、　
一
緒
に
育
て
た
田
代
氏
が
今
も

そ
う
語
る
よ
う
に
、
認
定
を
も
ら
う
ま
で
に
は
１

０
０
万
円
単
位
の
費
用
が
か
か
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
う
し
た
努
力
の
甲
斐
あ
っ
て

「江
」
は
、
つ
い

に
日
本
犬
と
し
て
は
珍
し
く
数
少
な
い
災
害
救
助

犬
の
資
格
認
定
を
取
得
し
ま
す
。

２
０
１
６
年
、
「江
」
に
と
っ
て
は
思
い
も
よ

ら
な
か
っ
た
運
命
で
す
が
、
東
日
本
大
震
災
時
の

台
湾
か
ら
の
応
援
へ
の
お
礼
の
意
味
も
込
め
て
、

台
湾
の
高
雄
市
政
府
消
防
局
に
無
償
で
寄
贈
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
の
こ
と
を
、

騒
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令
和
３
年
入
会

Ｍ
Ｄ
。
モ
ス
タ
フ
ィ
ズ
ル
・
ラ
ハ
マ
ン
・ム
グ
ル

バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
出
身
。
貿
易

。
人
材
紹

介

・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
経
営
。
５８
歳
。

バ
ン
グ
ラ
ザ
ィ
ッ
シ
ュ
は
１
９
７
１
年
に
建
国
さ

れ
た
若
い
国
。
北
海
道
の
約
２
倍
の
国
土
に
人
□

一
億
七
千
万
人

（日
本
の
１
・
３
５
倍
）
を
擁
す
る
。

国
旗
は
、
日
章
旗
を
参
考
に
し
た
と
い
わ
れ
て

い
る
。
国
民
は
穏
健
な
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
、
米
と

魚
を
食
べ
る
文
化
を
持
ち
、
日
本
に
親
し
み
を

持
っ
て
い
る
と
い
う
。

今
年
は
日
本
と
の
国
交
５
０
周
年
を
迎
え
、
年

末
に
は

「バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
経
済
特
区
」
が

操
業
開
始
す
る
。
親

日
的
で
高
度
な
―
丁

人
材
を
活
か
し
た
日

本
と
の
経
済
協
力
関

係
強
化
が
望
ま
れ
て

お
り
、
ム
ク
ル
氏
は

日

本

と

バ

ン
グ

ラ

デ

ィ
ッ
シ

ュ
の
橋
渡

し
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

令
和
４
年
入
会

中
村
　
敏
矢

練
馬
区
在
住
、
工
務
店
を
自
営
５０
年
。
８３
歳
。

田
代
名
誉
理
事
長
と
同
郷
の
鹿
児
島
出
身
。
同

じ
く
鹿
児
島
同
郷
の
縁
で
稲
盛
和
夫
氏
（京
セ
ラ
・

第
二
電
電
創
業
者

・
稲
盛
財
団
理
事
長

・
日
本
航

空
名
誉
会
長
）
、
救
仁
郷
斉
氏

（建
設
省
住
宅
局

長

・
住
宅
公
団

。
日
本
建
築
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）

の
知
己
を
得
て
そ
の
指
導
と
支
援
の
も
と
に
、
桟

木
無
し
で
型
枠
を
組
む

「ス
マ
ー
ト
エ
法
」
を
開

発
。
「地
球
の
み
ど
り
を
守
り
」
ゴ
ミ
を
出
さ
ず
、

ゴ
ミ
に
な
ら
な
い
工
法
と
し
て
そ
の
普
及
に
尽
く

し
て
い
る
。

稲
盛
氏
に
心
酔
し
、
そ
の
教
え

１
．
大
志
を
持
つ
こ
と

２
．
常
に
前
向
き
で
あ
る
こ
と

３
．
努
力
を
惜
し
ま
な
い
こ
と

４
．
誠
実
で
あ
る
こ
と

５
．
創
意
を
凝
ら
す
こ
と

６
．
挫
折
に
く
じ
け
な
い
こ
と

７
．
心
が
純
粋
で
あ
る
こ
と

８
．
謙
虚
で
あ
る
こ
と

９
．
世
の
た
め
人
の
た
め
に
活
動
す
る
こ
と

ｍ
．
善
き
思
い
に
満
ち
て
い
る
こ
と

に
学
び
工
法
開
発
を
達
成
。
日
本
の
国
際
的
な

行
く
末
に
も
思
い
を
馳
せ
て
お
ら
れ
る
。

協
会
の
イ
ベ
ン
ト
に
度
々
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
る
講
談
の

一
龍
齋
貞
花
師
匠
門
下
の
真
打
披

露
の
会
が
、
九
月
東
京
丸
の
内
で
盛
大
に
開
催
に

開
催
さ
れ
、
本
協
会
の
正
副
理
事
長
が
揃

っ
て
祝

賀
に
参
加
し
ま
し
た
。

貞
花
師
匠
は
、
古
典
の
講
談
を
語
る
だ
け
で
な

く
、
様
々
な
新
し
い
試
み
に
も
挑
戦
。
そ
の

一
分

野
に
日
台
に
関
す
る
創
作
請
談
が
あ
り
、
命
が
け

の
ダ
ム
建
設
で
不
毛
の
大
地
を
台
湾
最
大
の
穀
倉

地
に
変
え
た
日
本
人
技
師

「八
田
典

一
」
の
物
語

が
代
表
作
で
す
。

当
協
会
が
製
作
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「空
を
拓
く
」
の
主
人
公

台
湾
出
身
の
建
築
家

郭

茂
林
に
も
着
日
、
郭
茂
林
を
題
材
と
し
た
現
代
講

談
を
創
作
さ
れ
６
年
前
か
ら
講
演
が
開
始
さ
れ
て

い
ま
す
。

昨
年
か
ら
は
李
登
輝
台
湾
元
総
統
伝
の
講
談
も

創
作

・
講
演
さ
れ
、
日
本
に
お
け
る
台
湾
へ
の
理

解
を
広
め
る
活
動
を
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
。

因
み
に
そ
の

「李
登
輝
伝
」
の
べ
―
ス
と
な
っ

た

「李
登
輝
秘
録
」
（河
崎
一県
澄
著

産
経
新
聞
出

版
刊
）
に
は
、
郭
茂
林
が
李
登
輝
氏
に
台
北
信
義

副
都
心
計
画

（台
北
市
長
当
時
）
と
台
湾
国
土
計

画

（総
統
就
任
時
）
を
建
議
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

麗
欝
貞

カ

収
録
さ
れ
―
請
談
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
度

真
打
に
昇
進
さ
れ
た
師
匠
門
下
の

一

龍
齋
貞
弥
様
も
、
台
湾
と
の
交
流
に
熱
心
で
真
打

昇
進
以
前
か
ら
日
本
台
湾
交
流
協
会
の
催
し
な
ど

で
台
湾
で
の
請
談

。
講
演
を
さ
れ
て
き
て
い
る
こ

と
が
当
日
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

師
匠
以
下

一
門
で
、
日
台
の
交
流
と
相
互
理
解

に
ま
す
ま
す
ご
尽
力
下
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
い
た

し
ま
す
。

一
龍
齋
貞
花
創
作
講
談

「日
本
最
初
の
超
高
層
建
築
完
成

郭
茂
林
」

主
な
請
演
実
績

・
平
成
二
十
八
年
八
月
三
日

初
演
　
日
本
橋
亭

・
令
和
元
年
五
月
四
日
　
靖
国
講
談
会
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特
集
会
報
発
行
の
変
遷

本
協
会
の
会
報
発
行
は
平
成
２３
年
に
開
始
さ
れ

足
掛
け
十

一
年
、
２４
号
に
な
り
ま
し
た
。

当
初
か
ら
理
事
長
職
に
加
え
て
編
集
ま
で
も
担

当
さ
れ
た
田
代
買
範
名
誉
理
事
長
に
、
こ
れ
ま
で

の
発
行
の
ご
苦
労
と
想
い
出
を
振
り
返
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

会
報
２３
号
ま
で
の
製
作
に
携
わ
っ
て

会
員
　
田
代
寅
範

去
る
１１
月
１７
日
会
報
編
集
役
員
か
ら
会
報
発
行

作
業
に
つ
い
て
の
原
稿
を
書
い
て
ほ
し
い
と
の
依

頼
が
あ
っ
た
。

春
に
引
継
ぎ
を
し
た
時
に
こ
の
業
務
で
難
し
い

の
は
原
稿
集
め
で
、
半
年
前
に
は
原
稿
執
筆
の
依

頼
や
募
集
を
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
た
が
、
や
は

り
心
配
し
た
事
態
が
起
き
て
い
る
な
と
感
じ
た
。

同
じ
苦
労
を
し
た
の
で
よ
く
わ
か
る
。
私
は
書
く

こ
と
を
引
き
受
け
た
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人
べ
―
シ
ッ
ク
ラ
イ
フ
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
協
会

（以
下
協
会
と
い
う
）

は
長
年
休
眠
状
態
に
あ
つ
た
が
平
成
２４
年
３
月
東

京
都
に
再
生
の
計
画
を
提
出
し
、
体
制
を
立
て
直

し
て
日
本
の
歴
史
文
化
を
紹
介
す
る
事
業
、
親
善

交
流
事
業
を
主
に
台
湾
に
特
化
し
て
発
足
し
た
。

■
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ

す
諄
０
中、
、
σ
一̈
０
こ．０
の
ト
ツ
プ
ペ
ー
ジ

か
ら

「会
報
」
を
ク
リ
ッ
ク

再
出
発
の
理
事
会
で
理
事
長
に
互
選
さ
れ
た
私
は

長
の
ほ
か
に
庶
務
、
会
計
、
広
報
の
買
務
を
引
き

受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
協
会
の
内
部
組
織

で
あ
る
郭
茂
林
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
製
作
実

行
委
員
会
委
員
に
も
な
っ
た
。

発
足
当
初
協
会
の
会
員
は
１０
名
で
あ
っ
た
が
、

会
員
へ
の
お
知
ら
せ
な
ど
も
し
た
い
の
で
初
期
の

会
報
は
暑
中
見
舞
い
、
年
賀
状
も
兼
ね
た
。
第
１

号
か
ら
第
２
号
ま
で
が
そ
れ
で
実
物
が
残
っ
て
い

な
い
。
ワ
ー
ド
で
原
稿
を
作
成
し
た
よ
う
に
思
う

が
見
あ
た
ら
な
か
っ
た
。

会
報
を
印
刷
所
に
依
頼
し
て
作

っ
た
の
は
力

ラ
ー
印
刷
の
第
６
号
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
踏
み

切
っ
た
の
は
映
画
製
作
が
進
み
ほ
か
の
事
業
も
計

画
の
実
施
が
軌
道
に
乗

っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

真
新
し
い
イ
ン
ク
の
匂
い
の
す
る
出
来
上
が

っ

た
第
６
号
を
受
け
取
っ
た
時
の
う
れ
し
さ
感
激
は

今
も
心
に
鮮
や
か
に
残

っ
て
い
る
。
そ
れ
以
降
は

年
は
二
回
な
い
し
三
回
発
行
し
た
が
、
近
年
は
春

と
年
末
の
二
回
に
落
ち
着
い
て
い
る
。
掲
載
材
料

と
印
刷
費
等
の
負
担
を
考
え
る
と
こ
れ
が
限
界
で

あ
る
か
ら
で
あ
る
。

以
降
第
２３
号
ま
で
順
調
に
発
行
さ
れ
て
い
る
。

会
報
は
協
会
の
顔
で
あ
る
。
協
会
の
目
的
に
即

し
事
業
の
内
容
や
行
動
を
正
し
く
わ
か
り
や
す
く

知
ら
せ
る
、
台
湾
の
文
化
や
風
物
を
紹
介
し
た
寄

稿
な
ど
を
メ
イ
ン
に
し
て
半
年
間
の
ト
ピ
ツ
ク
ス

も
加
え
て
掲
載
す
る
。
カ
ラ
ー
で
印
刷
し
た
会
報

は
存
在
感
が
あ
り
手
に
取
っ
て
見
る
こ
と
が
出
来

る
喜
び
は
大
き
い
。

主
な
原
稿
は
予
め
理
事
に
回
覧
あ
る
い
は
概
要

を
知
ら
せ
る
よ
う
に
努
め
た
。

外
注
に
当
た
り
複
数
の
印
刷
所
か
ら
見
積
も
り

を
取
っ
た
。
金
額
、
実
績
等
か
ら
株
式
会
社
盈
進

社
に
委
ね
る
こ
と
を
決
め
た
。
受
注
後
、
同
社
は

協
会
の
目
的
を
よ
く
理
解
し
て
誠
実
に
仕
事
を
さ

れ
て
い
る
。

発
行
の
作
業
は
手
描
き
原
稿
が
多
い
の
で

一
つ

一
つ
ワ
ー
ド
で
打
ち
込
む
こ
と
か
ら
始
め
る
。
文

章
化
し
た
記
事
の
掲
載
を
ど
こ
に
置
く
か
紙
面
の

割
り
付
け
を
考
え
、
概
略
を
示
し
た
表
を
原
稿
写

真
等
と
共
に
印
刷
会
社
に
送
る
。

会
報
作
成
の
作
業
は
夕
刻
か
ら
深
夜
に
及
ぶ
こ

と
が
多
々
あ
っ
た
。
全
て
で
約
１０
日
か
か
っ
た
と

田
心
つヽ
。
負
担
が
大
き
か
っ
た
の
は
テ
ー
プ
録
音
か
ら
の

文
字
起
こ
し
で
あ
る
、
外
部
に
委
託
は

一
度
だ
け

で
他
は
し
な
か
っ
た
。
講
演
者
の

一
方
は
自
ら
文

字
化
し
て
届
け
て
い
た
だ
い
た
し
、
会
員
外
の
ボ

ラ
ン
チ
ア
が
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
あ
り
が
た
か
つ
た
。

校
正
は
三
回
行
っ
た
。
発
行
予
定
日
が
迫
っ
て

い
る
の
で
急
が
れ
た
。
努
力
を
し
た
。
印
刷
会
社

の
助
力
も
あ
っ
て
概
ね
円
滑
に
進
ん
だ
。

台
湾
の
方
か
ら
の
原
稿
の
多
く
は
整
っ
た
日
本

語
文
が
送
ら
れ
て
き
た
。
感
謝
感
激
で
あ
る
。

思
い
出
に
残
る
の
は
、
学
校
交
流
の
橋
渡
し
の

成
功
、
台
湾
人
戦
没
者
慰
霊
碑
訪
間
と
追
悼
、
台

湾
で
実
施
し
た
詩
吟
剣
舞
着
物
着
付
け
大
会
で
あ

る
。
台
湾
に
お
け
る
行
事
は
初
の
外
国
遠
征
で

あ
っ
た
の
で
記
事
に
力
が
入
っ
た
。
ま
た
交
流
事

業
の

一
つ
と
し
て
高
雄
市
政
府
消
防
局
に
贈
呈
し

た
救
助
犬

「小
江
」
活
躍
の
記
事
も
紙
面
を
賑
わ

せ
た
。
今
も
元
気
な
姿
を
会
報
の
写
真
で
或
い
は

ス
マ
ホ
の
動
画
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

出
来
上
が

っ
た
会
報
は
、
す
ぐ
に
会
員
、
元
会

員
や
協
力
者
に
郵
送
す
る
。
郵
送
料
は

一
部
９４

円
、
約
百
部
送
る
。
封
筒
の
宛
名
書
き
、
切
手
貼

り
に
封
印
、
投
函
と
忙
し
い
。
作
業
の
応
援
は
な

い
。
黙
々
と
行
う
。
残
り
は
催
事
の
時
に
参
加
者

に
配
る
。

会
報
作
成
で
頭
の
痛
い
問
題
が
起
き
た
。
そ
れ

は
編
集
作
業
に
従
事
し
た
会
員
か
ら
、
業
務
に
あ

た
り
相
当
の
労
力
を
払
い
深
夜
ま
で
行
っ
た
と
作

業
の
対
価
を
求
め
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
労
働
の

対
価
を
適
切
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は

言
う
ま
で
も
な
い
。
請
求
者
の
心
情
は
よ
く
解
わ

か
る
。
し
か
し
収
入
は
年
会
費
六
千
円
会
員
２０
名

程
度

（多
い
年
で
３０
人
）
と
寄
付
金
が
全
て
。
他

か
ら
の
補
助
金
等
は
な
い
。
こ
の
財
政
状
況
で
支

払
い
を
認
め
る
と
困
窮
す
る
、
ほ
か
の
事
業
遂
行

に
当
た
っ
た
人
の
対
価
は
ど
う
な
る
か
。
気
持
ち

が
わ
か
る
だ
け
に
辛
か
っ
た
。
私
は
会
報
に
毎
号

日
文
と
中
文
で
掲
載
し
て
い
る
協
会
の
目
的
紹
介

の
通
り
、
活
動
は
す
べ
て
無
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ア
で

お
願
い
し
て
い
る
と
説
明
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
．

人
は

一
度
や
三
度
は
無
償
奉
仕
が
で
き
て
も
度

重
な
る
と
継
続
は
難
し
い
。
協
会
会
員
の
活
動
期

間
が
短
い
の
も
そ
れ
が

一
因
で
あ
ろ
う
か
。
特
に

財
政
規
模
の
小
さ
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
は
崇
高
な
使
命
感

が
求
め
ら
れ
る
と
思
う
。

会
報
発
行
は
年
二
回
で
あ
る
が
担
当
者
の
負
担

や
努
力
は
大
変
大
き
い
。
会
員
の
協
力
や
声
援
が

ど
ん
な
に
励
み
に
な
る
こ
と
か
。
私
の
実
感
で
あ
る
。

今
号
か
ら
私
に
代
わ
り
新
し
い
役
員
が
担
う
。

新
構
想
で
素
敵
な
会
報
が
発
行
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。
　

　

　

（前
会
報
発
行
担
当
者
）
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令禾口4年 12月 25日  BLII鶏会幸隈第 24号

「空
を
拓
く
」
の
映
画
上
映
を

あ
な
た
に
提
供
し
ま
す

上
映
方
式
　
協
会
担
当
者
出
張
に
よ
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
タ
ー
上
映

上
映
対
象
　
グ
ル
ー
プ

・
家
族
で
参
加
人
数
３
人
以
上
１０
人
以

内
、
協
会
会
員
の
紹
介
の
あ
る
方

上
映
日
時
　
ご
希
望
を
伺
い
調
整
い
た
し
ま
す
。

上
映
場
所
　
ご
希
望
を
伺
い
調
整
い
た
し
ま
す
。

上
映
時
間
　
８５
分

上
映
費
用
　
無
料
。
た
だ
し
上
映
場
所
ま
で
の
出
張
交
通
費

は
参
加
者
負
担

協
会
製
作
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「空
を
拓
く
～
建
築
家

郭
茂
林
と
い
う
男
～
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
す
鮮
０
中ヽ
∽ヽ
０
「０
〓
３
π
Ｃ
・０
０
３
ヽ
コ
Ｑ
①
×
・す
計
ヨ
一

Ｄ
Ｖ
Ｄ

沖
縄
語
り
部
の
語
り
　
貸
出
し

沖
縄
の
歴
史
と
久
米
島
の
戦
争
末
期
の
出
来
事
を
語
っ
た
語

り
部
　
渡
嘉
敷
政
子
氏
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
無
償
で
貸
し
出
し
ま
す
。

申
し
込
み
　
協
会
事
務
局

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

下
一
｛
０
一ヽ
ヽ
σ
〓
ｏ
こ
．０

「
０
０
０
σ
０
０
万
　
コ
一
計
ｏ
∽
】ヽ
ヽ
ゴ
≦ヽ
ｐ
ミ
・喘
９
０
０
σ
Ｏ
Ｏ
π
・０
０
「
一ヽ
σ
一一９
∽
∽
０
０

◆
会
員
募
集
中
◆

日
本
と
台
湾
を
主
に
国
際
的
親
善
活
動
を
し
ま
す
。

無
償
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
意
欲
と
行
動
力
の

あ
る
方
。

年
齢

。
経
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ
は
事
務
局
ま
で
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人

（Ｎ
Ｐ
Ｏ
）

ベ
ー
シ
ッ
ク
ラ
イ
フ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
協
会

活
動
概
要

○
べ
―
シ
ッ
ク
ラ
イ
フ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
∃
ン
協
会
は
、
日
本

と
台
湾
の
親
善
友
好
交
流
を
目
的
と
し
た
活
動
を
行
っ
て

い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
す
。
会
員
の
会
費
と
拠
出
、
有
志
の
寄

付
に
よ
っ
て
運
営
す
る
自
立
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

○
「基
礎
生
活
資
訊
協
會
」
係
本
著
以
日
本
以
台
湾
親
善
友

好
交
流
為
目
的
、
撃
辮
活
動
之
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
協
會
。
就
是

由
於
會
員
會
費
及
各
方
捐
款
自
主
螢
運
的
志
工
園
膿
。

構

成

員

名

簿

　

　

令
和
４
年
１２
月
２５
日
現
在

●
編
集
後
記
●

○
田
代
名
誉
理
事
長
よ
り
引
継
ぎ
、
今
回
か
ら
会
報
編
集
を
担
当

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
交
代
の
節
目
に
会
報
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
特
集
を
行
い
、
田

代
氏
に
、
編
集
を
担
当
し
て
こ
ら
れ
た
こ
れ
ま
で
を
振
り

返

っ
て
の
寄
稿
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
発
行
が
差
し
迫

っ
て

か
ら
の
お
願
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
発
行
の
ご
苦
労
や
想
い

出
と
と
も
に
編
集
の
ポ
イ
ン
ト
に
も
触
れ
て
い
た
だ
き
、
後

任
と
し
て
は
有
り
難
い
指
南
書
に
な
り
ま
し
た
。
感
謝
い
た

し
ま
す
。

そ
の
中
で

「新
構
想
で
素
敵
な
会
報
」
と
の
期
待
の
こ
と
ば

も
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
斬
曰
く
は
安
全
運
転
で
発
行
を
継
続

す
る
こ
と
に
専
念
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
今
期
か
ら
理
事
長
に
就
任
さ
れ
た
茨
城
大
学
名
誉
教
授
児
玉

治
氏
は
、
国
際
的
に
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
農
学
博
士
で
す
。

理
事
長
と
し
て
の
所
信
表
明
と
共
に
、
自
己
紹
介
の
意
味
も

含
め
て
専
門
分
野
に
関
す
る
寄
稿
も
お
願
い
し
ま
し
た
。

そ
の
研
究
対
象
で
あ
る
ア
ン
デ
ス
の
自
然
の
産
物
ヤ
ー
コ
ン

の
も
つ
潜
在
的
効
能
は
、
最
近
あ
ら
た
め
て
自
己
免
疫
力
が

見
直
さ
れ
て
い
る
折
、
注
目
さ
れ
ま
す
。

○
コ
ロ
ナ
禍
が
よ
う
や
く
下
大
に
な
っ
て
き
た
も
の
の
、
会
員

に
陽
性
者

（幸
い
軽
症
）
が
出
る
な
ど
油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。

後
期
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
も
留
意
し
な
が
ら
計
画
す
る
こ
と
に

な
る
で
し
ょ
う
。

○
発
信
の
場
と
し
て
会
報
を
ご
活
用
下
さ
い
。
近
況
報
告
な
ど

短
い
投
稿
も
お
気
軽
に
、
皆
様
の
寄
稿
を
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人

ベ
ー
シ
ツ
ク
ラ
イ
フ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
協
会

会
報
第
２４
号

発
行
日
　
令
和
四
年
十
二
月
二
十
五
日

発
行
所
　
東
京
都
練
馬
区
石
神
井
町
六
―
十
二
―
三

電
　
話
　
〇
八
〇
‐
七
二
四
三
―
一
一
一
九

（事
務
局
）

発
行
人
　
児
玉
　
治

名
誉
理
事
長

理
事
長

理
　
事

理
　
事

摩
皿
　
一手

田
代
　
中貝
範
※

児
玉
　
　
治

加
藤
美
智
子
※

中
村
　
和
利

郭

　

　

純
※

上
里
　
佑
子

Ｍ
Ｄ
。モ
ス
タ
フ
ィ
ズ
ル

ラ
ハ
マ
ン
・ム
ク
ル

江
波
戸
つ
ぎ

神
林
　
有
香

栗
原
　
　
耕

小
出
　
正
之

小
出
　
智
子

洪
　
　
彩
栗

島
本
　
信
子

須
員
　
克
俊

等
々
力
太
偉

鳥
羽
　
展
維
※

豊
川
　
玉
蘭

仲
里
　
建
良

中
村
　
佳
代

中
村
　
敏
矢

成
田
　
陽

一

根
本
　
　
一宗

白
田
市Ψ
　
　
一一旭
堂思

林

　

　

銀

一　
圭円
　
　
　
　
鳳ツ

松
山
　
達
郎

村
尾
　
則
広

矢
田
冨
士
子

吉
川
　
則
孝

い
隆
ト
ラ
ス
ト

（担
当

山
下
賀
久
）

匿
名

※
は
映
画
製
作
実
行
委
員
会
委
員
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